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　中野方小学校は、市の北部、笠置山の山すそに広

がる豊かな自然と、地域の方の温かさに包まれた小

学校です。

　素晴らしい環境の中で、中野方小学校では、「じ

まん」を合い言葉に「自分じまん」（確かな学力）

「仲間じまん」（思いやりの心）「学校じまん」（やり

ぬく気力と体力）の３つの「じまん」づくりに取り

組んでいます。今回は、「仲間じまん」「学校じまん」

の実践を紹介します。

１．仲間じまん（収穫祭を通して）
　１・２年生は、サツマイモ、３・４年生は、農協
女性部の方に指導を受けながら大豆と野菜、５・６
年生は、棚田保存会の方に指導を受けて、棚田でお
米を作りました。
　秋には、中野方町老人クラブの方々を招き、それ
ぞれが収穫した作物で、焼き芋、豚汁、五平もちを

作り、日ごろの
感謝の気持ちを
表しました。
　生活科や総合
の時間の発表
や、仲良し班に
分かれてゲーム
と歌での交流を
しました。お年

寄りの方に喜んでもらえるようにと、肩たたきをす
る姿も見られ、みんなが笑顔になる時間を過ごしま
した。

２．学校じまん（歯んたま活動を通して）
　歯みがき活動を「は・ん・た・ま」と名付けてい
ます。平成元年からこの活動が始まり、県１位６
回、特撰校１２回、準県１位２回を、平成７年には
「全国歯のよい学校最優秀賞」を獲得し、本校の大き

な特色の一つとなっています。子どもたちは、この
輝かしい伝統を守るために、毎日給食の終了後に、
全校一斉の歯みがき活動に取り組んでいます。
　教室に歯みがきレベルを掲示し、子ども同士で
チェックをしたり、歯についての集会を行ったり、
高学年の子が低学年の子に歯みがきの仕方を教え
た り し て、
「じまん」づく
りに努めてい
ます。
　また４年生
と５年生は、
中野方保育園
の年中・年長
さんと、歯み
がき交流会を行っています。自分のひざに乗せて、
保育園の子に歯みがきの仕方を教えてあげたり、口
の中をのぞき込んで、みがき足りないところを教え
てあげたりと、ほほ笑ましい姿をたくさん見ること
ができます。
　保護者や地域の方も、小学校に大変協力的です。
運動会では、中野方商工会青年部の方と、保護者や
教員も一緒になって「ナカノホーレンジャー！中野
方小学校を守れ！」を演じ、児童に歯みがきの大切
さを訴えました。

『広報えな』４月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１４.４円（税込み）です。
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「ふるさと中野方じまん」ができる子の育成
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▲保育園児との交流で歯みがきをチェック

▲老人クラブの方々 と児童らのふれあい

▲運動会に登場した「ナカノホーレンジャー」


